
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

第26回関東大学女子サッカーリーグ戦、通称“関カレ”が

開幕した。開会式は8月26日(日)に駒沢陸上競技場で行わ

れ、よく晴れた青空の下で開会が宣言された。関カレは1

部、2部A、2部Bの3つのリーグで構成されており、1部リー

グは全日本大学女子サッカー選手権大会、通称“インカ

レ”の予選も兼ねている。1部リーグには10チームが所属

しており、このうち上位７チームにインカレ出場権が与え

られる。尚美学園大学は一昨年度より1部リーグに参戦し

ており、昨年度は3勝4敗でリーグ6位となり、東日本プレ

ーオフを経て2年連続となるインカレ出場を果たした。な

かなか勝てず苦しかった昨年度の反省を活かすために練

習を重ね、迎えた初戦は8月28日(火)に昨年と同じく大宮

アルディージャのホームスタジアムである

ＮＡＣＫ５スタジアム大宮で昨年関カレ5

位の武蔵丘短期大学を相手に行われた。気

合い十分で試合に臨む尚美。集中力より緊

張が勝ってしまった尚美イレブンは隙を突

かれなんと開始10分も経たないうちに先制点を許してしまう。意地を見せたい尚美はなんとか持

ちこたえ、前半を0-1と折り返す。後半25分に2年：上原のゴールで同点とするが、後半32分、38

分、42分に失点。終わってみれば1-4と初戦は手痛い黒星スタートとなった。それでも落ち込んでいる暇はなく、5日後の9月2日(日)に

は第2節・日本体育大学（昨年度1位）との一戦が行われた。日体の初戦は慶應義塾大学に8-0と快勝している。応援団の大きな声援を

受けながら、尚美は立ち上がりから積極的に攻めるが点を決められず、前半11分、24分、27分に失点。前半終了時点で0-3であったが、

尚美は諦めていなかった。しかし、後半開始早々失点。後半13分にも失点。ゴールを目指し必死にボールを追いかけたが0-5で試合終

了。負けはしてしまったが、尚美らしさは出てきている。これを次の試合

に生かせるように、しっかりと切り替えて初勝利を目指す！ 

 

 

 

 日にち 時間 対戦相手 場所 

第3節 9/9(日) 16:45 大東文化大学 尚美学園大学G 

第4節 9/15(土) 15:00 慶應義塾大学 尚美学園大学G 

第5節 9/17(月・祝) 11:30 早稲田大学 早稲田大学東伏見G 

第6節 9/23(日) 15:00 関東学園大学 太田運動公園 

第7節 10/21(日) 13:00 神奈川大学 神奈川大学G 

第8節 10/27(土) 15:30 国士舘大学 尚美学園大学G 

第9節 11/3(土) 13:00 筑波大学 尚美学園大学G 
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ついに関カレが始まりました。自分たちにとって一番大事な大会。一試合一試合悔いの

残らない試合をしたいと思います。超☆全員サッカーでインカレの切符を勝ち取りま

す！熱い応援をよろしくお願いします！！ 女子サッカー部 2 年 高塚 英厘加 

 

 

4月より行われていたLiga Student2012は、8月

22･23日に決勝トーナメント大会が行われた。予

選リーグを2位で終え、上位トーナメントに進出

した尚美学園大学。初戦は十文字中学・高校(東京)。開始早々から相手の攻撃の勢いにおされ、4失

点。切り替えて臨んだ後半31分、3年:白土が裏に抜け出し、キーパーとの1対1を冷静に決めて、1点

取り返すものの1-4で試合終了。続く相手は慶應義塾大学。尚美は前半の早いうちに先制。その後も

果敢にゴールを攻めるがなかなか追加点が決めきれない。後半、フレッシュな選手を投入すると途中

出場の1年:青木がファールをもらいPK。自らしっかり決めて2-0とする。このまま試合終了。この結

果5・6位決定戦に進むこととなった。相手は関カレ2部リーグ所属の東京国際大学。開始早々から激

しい攻防が続く。全員で体を張ってゴールを守り、全員でボールをつなぎゴールを目指した。応援に

も力が入る。すると試合終了間際の後半38分、相手のDFラインとGKの間に2年:小林(英)が抜け出し、冷静にループシュート決め、ピッ

チ・ベンチ・応援団が飛び上がって喜んだ。このまま試合終了し、昨年度7位の結果を上回り5位で終了した。今年度の優勝校は東京:

飛鳥高校。この大会で得た経験を無駄にせず、チーム力を底上げしながら関カレへとつなげていきたい。 

 

 

             

 8月中旬、第67回国民体育大会の各地域予選が行われた。 尚美学園大学からは、7地域25名の 

選手が各地域代表として選出され、熱い戦いを繰り広げた。本大会出場を決めたのは、広島の 

み。埼玉、山梨、神奈川、東京、京都、徳島は惜しくも本大会出場を逃した。各地域予選の結 

果は下記の通り。本大会は岐阜県にて、9月29日（土）に開会式、サッカー女子は10月1日(月) 

に開幕する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇関東予選 東京都 ３－０ 埼玉県 

          ０－１ 千葉県 

      埼玉県 ０－３ 東京都 

     神奈川県 ０－３ 千葉県 

      山梨県 １－５ 群馬県 

◇関西予選 京都府 ７－１ 奈良県 

          ０－６ 兵庫県 

◇中国予選 広島県 ７－０ 島根県 

（中国 2位代表決定）３－２ 山口県 

          ２－０ 鳥取県 

          １－４ 岡山県 

◇四国予選 徳島県 ４－０ 香川県 

          １－２ 愛媛県 

この度中国予選で 2 位という結果を残し本

大会への出場を決めました。広島国体は即

席のチームですが、少しでも長く勝ち抜き、

感じて勉強して何か尚美に持ち帰られるよ

うに頑張ります！！良い結果報告が出来る

よう頑張るので応援よろしくお願いしま

す！！ 広島国体 ４年 小田 加奈子 

 


